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今
月
の
納
税
メ
モ

市
民
税
（
含
む
県
民
税
）
二
期
分

国
民
健
康
保
険
料
　
　
　

八
月
分

納
　
期
　
限

い
ず
れ
も
八
月
三
十
一
日
ま
で

市 議会 だ よ り 市
民
税
の
減
税
な
ど

を

き

め

る

第
５
回
臨
時
議
会
で

さ
る
７
月
1
7日
午

前
９
時
か
ら
第
５
回

臨
時
市
議
会
が
ひ
ら

か
れ
ま
し
た
。

当
日
提
出
さ
れ
た

お
も
な
議
案
は
次
の

と
お
り
で
す
。

長
門
市
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

（
解
説
）

こ
れ
ぶ
６
月
定
例
議
会
で
了
解

を
得
た
市
民
税
を
減
税
す
る
た
め

に
必
要
な
条
例
の
改
正
で
、
こ
れ

に
よ
る
と
扶
養
控
除
を
一
〇
〇
円

引
き
あ
げ
六
〇
〇
円
に
し
、
ま
た

税
率
も
別
表
の
よ
う
に
改
め
ら
れ

減
税
額
は
あ
わ
せ
て
約
四
四
〇
万

円
と
な
り
、
こ
の
減
税
の
調
整
は

普
通
徴
収
分
は
二
期
分
（
八
月
納

期
）
に
行
な
い
特
別
徴
収
分
に
つ

い
で
は
十
一
月
以
降
の
納
付
に
つ

い
て
行
な
い
ま
す
。

財
産
の
処
分
に

つ
　
い
　
て

（
解
説
）

正
明
市
駅
前
広
場
拡
張
の
た
め

に
長
門
警
察
署
駅
前
巡
査
派
出
所

を
移
転
新
築
し
た
も
の
を
市
が
将

来
維
持
管
理
を
す
る
こ
と
は
適
当

で
な
く
こ
れ
を
県
に
寄
附
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

寄
附
を
受
け
る

こ
と
に
つ
い
て

（
解
説
）

現
在
俵
山
湯
町
地
区
は
昭
和
1
1

年
に
で
き
た
俵
山
温
泉
組
合
経
営

の
簡
易
水
道
を
利
用
し
て
い
ま
す

が
、
近
年
給
水
需
用
が
増
加
し
、

さ
ら
に
公
共
下
水
道
の
完
成
に
よ

っ
て
旅
館
な
ど
の
便
所
が
全
面
的

に
水
洗
式
に
切
り
か
え
ら
れ
る
た

め
水
の
需
用
は
益
々
増
加
し
、
現

在
の
老
朽
施
設
で
は
需
用
に
応
じ

き
れ
な
い
状
態
と
な
り
、
水
道
は

公
営
で
あ
る
べ
き
だ
と
、
こ
の
ほ

ど
同
温
泉
組
合
か
ら
施
設
一
さ
い

を
市
に
寄
附
し
、
土
地
は
無
償
で

貸
し
つ
け
よ
う
と
申
出
が
あ
っ
た

も
の
。

こ
れ
で
市
が
経
営
す
る
水
道
は

長
門
市
上
水
道
、
通
、
湯
本
簡
易

水
道
と
あ
わ
せ
四
つ
の
水
道
を
経

営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
俵
山
簡
易
水
道
は
近
く

改
修
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

国
民
年
金
の
掛
金
は
申

請
す
れ
ば
免
除
で
き
る

国
民
年
金
は
掛
金
を
お
さ
め
て

は
じ
め
て
年
金
が
も
ら
え
ま
す
が

、
家
庭
の
事
情
で
掛
金
を
納
め
る

こ
と
が
む
つ
か
し
い
人
は
、
承
認

を
う
け
れ
ば
掛
金
が
免
除
さ
れ
ま

す
。く

わ
し
い
こ
と
は
市
民
課
へ
ご

相
談
下
さ
い
。

国体 の知識( 4)
開
閉
会
式
内
容

秋
季
大
会
で
の
開

会
式
は
何
と
い
っ
て

も
も
っ
と
も
盛
大
な

も
の
で
あ
り
、
大
会

の
門
出
を
か
ざ
る
重

要
な
行
事
で
す
。

開
会
式
は
天
皇
、

皇
后
両
陛
下
ご
臨
席

の
も
と
に
山
口
市
の
県
営
競
技
場

で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま

す
が
、
ま
ず
聖
火
と
大
会
旗
の
入

場
と
と
も
に
始
め
ら
れ
ま
す
。
開

会
式
に
は
約
七
百
人
か
ら
な
る
吹

奏
楽
団
も
参
加
し
ま
す
が
、
そ
の

ふ
ん
囲
気
を
や
わ
ら
か
く
盛
り
南

げ
、
し
か
も
華
や
か
に
す
る
た
め

に
三
千
羽
の
塢
や
一
千
二
百
個
の

風
船
を
一
せ
い
に
空
に
向
つ
て
放

つ
こ
と
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
開
会
式
の
前
後
に
公
開

演
技
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て

い
ま
す
が
、
公
開
演
技
は
選
手
以

外
の
県
民
が
国
体
に
参
加
で
き
る

た
だ
一
つ
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す

。
た
と
え
ば
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
、

各
種
の
マ
ス
ゲ
ー
ム
な
ど
で
あ
り

ま
す
。

こ
の
公
開
演
技
は
今
ま
で
熊
本

で
も
秋
田
で
も
郷
土
色
ゆ
た
か
な

民
謡
を
お
り
こ
ん
だ
り
、
踊
を
入

れ
た
り
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

ま
さ
し
く
百
花
乱
れ
咲
く
、
け
ん

ら
ん
た
る
演
技
と
な
る
こ
と
で
し

ょ
う
Ｏ

開
会
式
の
参
加
者
観
覧
者
総
数

（
以
下
二
面
に
続
く
）

別 表
課税標準額　　税　率　　控除税額

5万 円 まで　　　　　　 ２,０　　　　０
５万円 －; ;リl ］　　　　3, 4　　　700

制丿円 －10 り 円　　　　　3, 8　　1, 020

10 川1卜1 功 円　　　4, 4　1, 620

15力 円 －y0,田l ］　　　5, 0　　2, 520

20 万円 －25 川j ］　　　　5, 6　　3, 720
25万 円 －30 巧円　　　　6, 2　　5, 220

30万円 厂35 万 円　　　6, 9　　 ﾌﾞ: 320

35万円- 40  l j円　　　　7, 5　　9, 420

40 川r ]  ―45万 円　　　8, 1　11, 820･

45万 円 －50万 円　　　　8, 7　　14, 520

50万 円 －55 万 円　　　9, 3　17, 520

55 万円 －65 万 円　　　9, 6　19, 170
65万 円 －75 万 円　　　9, 8　20, 470

75万 円 以 上　　　　　10, 0　21, 970

税
率
改
正
に
よ
る
比
較
表（
税
率
分
）

改 正前
課 税 標 準　 税 率　 税 額

改 正 後
課 税 標準　 税 率

減 税 額
税 額

減 税
割 合

３万 以下　　2, 5　　750　　　　　　　　　　　　　600　　150　20, 0

3－5　　3, 0　1, 350　　5 万 以 下　2, 0　　1, 000　　350　25, 9

5 一8　　　3, 6　　2, 430　　　　5－8　　3, 4　　2, 020　　　410　　16, 9

8－10　　4, 1　　3, 250　　　　8－10　　3, 8　　2, 780　　　470　　14, 5
10- 15　4, 7　5, 600　　　10- 15　4, 4　　4, 980　　　620　11, 1

15- 20　　5, 3　8, 250　　　15 － 20　　5. 0　　7, 480　　　770　　9, 3

20- 25　5, 9　11, 200　　　20- 25　5, 6　10, 280　　　920　　8, 2
25- 30　6, 6　14, 500　 ’ 　25 ―30　6, 2　13, 380　1, 120　　7, 7

30- 35　7, 2　18, 100　　　30- 35　6, 9　　16, 830　　1. 270　　7, 0

35 一40　　7, 8　22, 000　　　35- 40　　7, 5　　20, 580　　1, 420　　6, 5

40- 45　　8, 4　26. 200　　　40- 45　　8, 1　　24, 630　1, 570　　6, 0

45- 50　9, 0　30, 700　　　45- 50　8, 7　28, 980　　1, 720　　5, 6

50 ―55　9, 6　35, 500　　50- 55　9, 3　33, 630　1, 870　　5, 3
（15, 500 ）

55以 上　10, 0　35, 500　　55- 65　9, 6　43, 230　2, 270　　5, 0

( 55, 500) 　65- 75　9, 8　53, 030　2, 470　　4, 5

( 55, 500) ‘ 75 以 上　10, 0　53, 030　2, 470　　3, 8
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毎
月
一
日
は

県
民
交
通
安
全
の
日

「
死
者
二
八
九
人
、
負
傷
者
五

、
二
二
九
人
」
こ
れ
は
昨
年
一
年

間
に
山
口
県
で
起
っ
た
交
通
事
故

に
よ
る
死
傷
者
の
数
で
す
。

「
理
由
な
き
殺
人
」
と
い
わ
れ
る

交
通
事
故
。
交
通
事
故
の
危
険
は

つ
ね
に
私
た
ち
の
身
辺
に
っ
き
ま

と
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
こ
そ
私
た

ち
は
、
交
通
事
故
の
原
因
に
つ
い

て
じ
っ
く
り
考
え
、
適
切
な
心
が

ま
え
や
対
策
を
た
て
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

交
通
安
全
山
口
県
対
策
協
議
会

で
は
、
毎
月
一
日
を
「
県
民
交
通

安
全
の
日
一
と
し
て
定
め
、
交
通

事
故
の
お
そ
ろ
し
さ
を
、
つ
ね
に

み
な
さ
ん
方
の
頭
の
中
に
お
い
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
県
民
み
ん

な
で
交
通
事
故
防
止
に
努
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

恐
る
べ
き
交
通
事
故
か
ら
、
可

愛
い
お
子
さ
ん
を
は
し
め
、
家
族

、
同
胞
た
ち
を
守
る
た
め
に
　
こ

ぞ
っ
て
こ
の
県
民
運
動
に
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

個
人
事
業
税
前
期
分
の

納
付
は
８
月
1
6日
か
ら

８
月
3
1日
ま
で

納
期
内
に
必
ず

完
納
し
ま
し
よ
う

深
川
高
等
編
物
学
院

展
示
会
の
利

益
を
寄
附

深
川
高
等
編
物
学
院
（
市
内
湊

、
辻
久
子
院
長
）
が
こ
の
ほ
ど
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
「
恵
ま
れ

な
い
人
に
さ
し
あ
げ
て
下
さ
い
」

と
二
、
一
五
八
円
を
届
け
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
お
金
は
先
日
同
学
院

が
ひ
ら
い
た
展
示
会
の
利
益
を
寄

附
し
た
も
の
。

香
典
返
し

正
明
市
五
区
　
岡
　
彰
さ
ん

（
長
門
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

ブ
ラ
ジ
ル
駐
在
員

現
地
報
告
会

８
月
2
7
日
萩
医
療
会
館

８
月
2
8
日
美
祢
市

役
所

山
口
県
海
外
協
会
は
、
ブ
ラ
シ

ル
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
に
駐
在
し
て

い
ろ
松
本
伝
氏
の
帰
国
報
告
会
を

ひ
ら
き
ま
す
。

現
地
の
状
況
を
知
り
た
い
方
は

左
の
会
場
に
お
い
て
下
さ
い
。

８
月
2
7
日
　
1
0
時
ー
1
7
時

萩
市
医
療
会
館

８
月
2
8
日
　
1
0
時
ー
1
7
時

美
祢
市
役
所
第
一
会
議
室

全
国
高

校
選
抜

相
撲
大
会
前
売
券

部
落
区
長
宅
に
あ
り
ま
す

今
月
2
6日
に
、
全
国
選
抜
高
校

相
撲
大
会
が
、
市
営
赤
崎
山
相
撲

場
（
国
体
相
撲
会
場
）
で
、
全
国

高
校
の
優
秀
校
3
2校
が
参
加
し
て

行
な
わ
れ
ま
す
。

入
場
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
　
）
は
前
売
券
の
料
金

一
般
　
一
二
〇
円
（
一
〇
〇
円
）

小
人
　
　
六
〇
円

高
校
　
　
　
　
　
　
　
（
五
〇
円
）

中
学
　
　
　
　
　
　

（
三
〇
円
）

小
学
　
　
　
　
　
　

（
二
〇
円
）

前
売
券
の
発
売
所

市
役
所
内
国
体
事
務
局
、
各

支
所
ま
た
は
各
部
落
区
長
宅
、

但
し
八
月
十
五
日
ま
で

農
薬
に
よ
る
危
害
を

な
く
し
ま
し
よ
う

最
近
、
農
薬
に
よ
る
中
毒
事
故

が
相
い
つ
い
で
起
り
、
山
口
県
で

昨
年
中
に
起
っ
た
事
故
は
、
中
毒

に
よ
る
死
亡
者
2
0人
、
中
毒
者
2
9

人
の
被
害
者
を
出
し
ま
し
た
が
、

今
後
こ
の
よ
う
な
不
幸
な
被
害
を

出
さ
な
い
た
め
に
、
次
の
こ
と
を

十
分
守
り
ま
し
よ
う
。

・
　

パ
ラ
チ
オ
ン
剤
は
法
律
で
は

個
人
で
買
っ
た
り
、
使
用
し
た

り
、
ま
た
持
つ
こ
と
も
で
き
ず

す
べ
て
団
体
で
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

・
　
パ
ラ
チ
オ
ン
を
散
布
し
て
い

る
時
は
、
赤
い
旗
が
た
て
て
あ

り
、
こ
の
附
近
に
一
週
間
は
近

よ
ら
な
い
よ
う
、
と
く
に
、
お

子
さ
ん
に
は
住
意
し
ま
し
よ
う

・
　

パ
ラ
チ
オ
ン
剤
が
皮

ふ
に
つ

い
た
ら
す
ぐ
石
け
ん
で
洗
い
落

し
ま
し
よ
う

・
　

パ
ラ
チ
オ
ン
を
散
布
し
た
ら

農
作
物
は
二
ー
三
週
間
は
た
べ

た
り
出
荷
し
た
り
し
な
い

・
　

万
一
、
中
毒
を
お
こ
し
た
場

合
は
早
く
医
師
の
診
察
を
う
け

ま
し
よ
う
、
特
効
薬
「
パ
ム
」

は
市
役
所
ま
た
は
、
農
協
に
あ

り
ま
す
。

一
面
よ
り
続
き

は
六
万
五
千
人
か
ら
七
万
人
と
見

こ
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
日
山
口
市

の
主
会
場
に
は
マ
ス
ゲ
ー
ム
、
鼓

笛
要
員
お
よ
び
風
船
の
係
、
鳩
の

係
、
各
接
待
の
係
な
ど
を
考
え
ま

す
と
一
万
人
を
越
す
人
数
の
娑
員

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

国
体
へ
ぽ
く
も

ガ
イ
ド
の
お
手
伝
い

た
ば
こ
は

市
内
で

買
い
ま
し
よ
う
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